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フ ァ イ ル の 話(3)

共 用 ボ リュー ム上 の私 用 フ ァイル の利 用方 法

は じめ に

す で にセ ンタ ーニ ュ ースNa2で 御 存知 と思 い ます が 、6月22日 よ り磁 気 デ ィ ス ク装 置 の 一部 を共

用 ボリ ユー ム と して 相対形 式プログラム 、 実 行形 式プログラム の登 録 利 用 の ため に テ ス トの意 味 で開

放 して い ます 。 本 号 で は この利 用 方法 につ いて解 説 します。(ソ ース プロ グ ラム、 デ ー タの登 録 利用

は現 在 ファイ ル装 置 不 足 の た め標 準ジョブ で は許 してい ませ ん。 今後 のセ ンタ ーニュース 、広報 に注

意 して くだ さい。)

共用 ボ リュ ームに ファイ ル を作成 し保持 して お く事 に よ り、 次 の利 点 が生 れ て きます。

相対 形 式 プ ロ グラ ムで は

イ デ バ ッグ中のプログラム 単 位 のみ カ ー ド入 力す れ ば い ㌧。

資 他 の 人が作 成 した プロ グ ラ ム を利用 で きる。

実 行 形 式 プ ログ ラ ムで は

イ デ ータ を与 え るだ け で実行 が で きる。

本号 の解 説 を次 の よ うに してお 読 み くだ さい。

○ 自 分の フ ァイル を作成 して簡 単 な手続 き で即座 に利 用 したい方

相 対形 式 プ ロ グラム の場 合2,3,4,5

実 行 形 式プログラム の場 合2,3,k,6

0内 容 を よ く理 解 した 上 で近 い将 来 薗分 の フ ァイル を作 成 し簡 単 な 手続 きで 利 用 した い

と思 って い る方1,2,3漣,5,6

0か な り凝 った利 用 法 を考 えて い る方 全部(特 に7,8)

1内 容 を よ く理解 す るた め に

先 ず この解 説 をよ く理 解 して頂 くため に、 以後 使 用す る語 句 の説 明、フ ァイ ルについて 他 で解 説

してい る資料 、 マニュ アル 類 の列 挙、 フ ァイル を中 心 に したバッチ ジ ョブの流 れの 図示 な どを しま

す 。

① 資料a当 セ ンタ ー瓜報Vol.2晦 感fファ イ ル の話jfALGOLの 副 プ ロ グラ ムj

b利 用 の手 引 「6計 算 依 頼 カー ドデ ッ クの構 成 法 と コ ン トロール カ ー ド」

a,bは 必 ず よ く読 ん で くだ さい。

cFORTRAN解 説編(皿)「10.コ ンバ ィ ラへ の指示,12.JOB制 御言 語 」



dALGOL解 説 編 「14.制 御 デ ータ,16.ジ ョブ制御 文 」

eLlED文 法編

② 語句 の意味

イKB相 対形 式プログラム(a,b参 照aで はft.B.と 略 記 しまLた 。)

ロEB実 行 形式プログラム(a,b参 照aで はE.B.と 略 記 しま した。)

ハxコ ンパ イ ラ 翻 訳プログラム(例FO獄r魏A麗 言語 で書 か れた プ ロ グラムの翻 訳 プrsグ

ラム はFORTRANコ ンパ イ ラ と言 います 。)

二LlED結 合編 集プログラム(ftBか らEBを 作 り出すプログラム)

ホ 登 録 ボ リュ ー ム上 にファイル を創成す る事(フ ァイ ル を一 度 消 去 した直 後 の フ ァイル の作

成 も含 む)

へ 追 加 創 成 後 の フ ァイル にRBやEBを つ け加 え る こ と。

ト 削 除 フ ァイル 中 の あるRB,EBを 取 り除 くこ と。

チ 消 去 フ ァイ ル そ の もの をボ リュ ーム上 か ら取 り去 る こ と。

リ エ レメ ン トプログラム 単位(。 「10.コ ンパ イ ラへ の指 示 」,dr14,制 御 デ ータ 」

ELEMENTの 個所 参照)

例)FORTRANの 場 合

ELgMENT文 でつ けた 名前 が 優先 します が省 略 した時 に は

主 プ ロ グラ ムPRG.MAIN

サ ブル ーチ ン副プログラム サ ブル ーチ ン名

関 数 副 プ ログ ラム 関 数名

ヌ ファイ ル 名 ボリ ユ ー ム上の フ ァイ ルをidefttifyす るた め にっ け られ た物理 的(実 際 上

の)名 前(FLNAMEで 与 えます)

ル ファイ ル定 義 名 フ ァイ ル につ け る論 理 的(プ ロ グラム上 の)名 前 で、 この名 前 をキイ に し

て 実際 の フ ァイル 名 との対応 関 係 が確 立 され ます。

例)次 の ファイ ル定 義名 は右 の フ ァイル 定 義名 です 。

RELBINコ ンパ イ ラが ファイル の 作 り出 したRBを 入 れ る ファイル

SYSLIBFORTRAN,ALGOLな どの ライブ ラ リが入 って い

る フ ァイル

SSLIBSSLの 入 って い る フ ァイ ル

QU.RBF猛 起ftBを 作 成す る利用 者 私 用フ ァイ ル

注)凝 った 使 い方 をす る人 のた め に、LIEDの 制御 文SELECT

RELBIM,RELBIN2,… の よ うに オペ ラ ン ドが フ ァイ ル定 義 名

です が、 フ ァイル名 とフ ァイル定 義名 の対 応関 係 は ジ ョブ制御 文FD文



で与 えなければ な9ま せ ん。 セ ンタ ーで は この薄応 関 係 を示 す ジ ョブ制御

マクロtと して$FLDEFINEを 用意 して い ます の で、 これ を使 用

して くだ さい。

ヲ セ グメ ン ト名LIED制 御 文SGMT文 で与 える。

セ グメ ン トとは ローデ ィン グ(大 記憶 → 主記憶 へEBを 移 し配 置 す るこ と)

の 単 位 です 。(資 料e参 照)

③ ジ ョブ の流 れ(フ ァイル を中心 と して 一パ ッチ ジ ・ブ)① のa,b参 照

(特 に① のaの 計 算機 シ ス テ ム とフ ァイル の説 明参 照)

私 用 フ ァ イル も含 め て



2利 用 に際 して注意 す る こ と

① フ ァイル の個 数1コ(RBかEB)/利 用 者 ある いは グル ー プ 制 限1

② ファイルの大きさ 音容器}ト ラック/利 用者 制限2

RBかEB200ト ラ ッ ク/グ ル ープ

注)

oト ラ ック数 は カー ド枚 数 との換 算 表 参照

o利 用者1課 題 番号(複 数 個持 って い る時 にはそ の 中の1つ に対 して)

oグ ル ー プ 大 学,部 局,学 科,教 室 単位

○ 利 用者 とグル ー プの兼用 は で きな い。

③ 登 録 個数 利 用 者 一40,グ ル ー プ ー10制 限3

④ 登 録 の 認可 利 用者 一先着 順 を原 則 と します が申 込 み多数 の 場 合 は グル ープ と同 じ基 準

で セ ンタ ーが決 定 します 。 制限4

グル ープ 登 録 す る カ ー ド枚 数,セ ンタ ー利用 状 況

セ ンター との距離 が認 可 基 準 です。

⑤ 申 込 み 利 用者 セ ンタ ー第2受 付 に 申込 ん で くだ さい。余 裕 が あ り次第 そ の 日よ

り利 用 可能 です。

グ ル ープ 前 も って セ ンタ ー第2受 付(九 大 内)か 共 同 利 用掛(九 大 外)

に 申込 ん で くだ さ い。 余 裕 があ っ てもす ぐに は認 可で きな い こ

とも あ ります。

⑥ 保 存期 間 九大 内利 用者 認 可 日よ り40日 制 限5

繋 型用者}認 可日より2ケ月

⑦ 依頼 で きる ジ ョブ との関 係 制限6

⑥ 障害 処置 フ ァイ ル を処理 した ジ ョブで トラブル が発 生 し、 フ ァイル の 内容 が こわ れた場

合 は、 再登 録 を行 な って くだ さい。(当 分 の間)

磁 気 デ ィス ク全体 に トラブル が生 じた場 合 に は登 録 され て い る利 用 者 に即 座 に連 絡 し

ます。



⑨ 資料 提 出 実際 の利 用 者 か らあが って きた障 害 の 内容 を検 討 して本 格的 な開放 ま でに は フ

ァイ ルの プ ロテ ク ト,リ カバ リに対す る最 善策 を講 じるつ も りです。 そ のた め

の 資料 の 提 出 をお願 いす るこ とが あ るか も知 れ ませ ん。 制 限8

⑩ フ ァイル 名 の与 え方

英数 字 と ・(ピ リオ ド)か らな る18文 字 以 内 の文字 列(た だ し ・と ・の間 の

文字 数 は8文 字 まで です。)制 限9

利 用者 の 場 合下位5文 字 は当該 課題 番号 下5桁 を必 ず 使用 して くだ さい。

制 限10

グル ー プの場 合 も利用 者 の場 合 同様 代表 者 の課 題 番 号 を使 用 して くだ さい。

例)利 用 者KUMADAI.00500グ ル ープN.UNIV.GROUP.00400

(実 際 の フ ァイル 名 は、RBの 場 合Qu.RB.EBの 場 合Qu.EB.が 頭 に つ き ます。

特 殊 ジ ョブ利用 者 は注意 して くだ さい。)

⑪ 換 算 表(FORTRANの 場 合 の 目安 に して くだ さい。SSL等 使 用 した場 合 に はそ の分 だ け トラ

ッ ク数 が増 え るの は言 うまで もあ りませ ん 。)

注)上 記 の 制限1～10の 他 に 制限 が追 加 され る こ と、 制限 のな くな る もの も あ ります の で、今 後

の セ ンタ ー ニュ ース,広 報 に注 意 して くだ さい。

3フ ァイ ル の登録,追 加,削 除,消 去 を行 な う際 の 注意

①RB,EBの 登録 、追 加 は カ ー ド枚 数 と トラ ック数 換 算表 で 目安 を立 てs制 限 の大 き さの範 囲

で行 な っ て くだ さい。

大 き さの 制限 を越 える と

・out側 の領域 が足 りな い

・writeerrorな どの エ ラ ーが発 生 す る はず です。

② 登録,追 加後 の使 用 トラッ ク数

登録,追 加 が支 障 な く行 な わ れ る と現 在 使用 して い る トラ ック数 が 次 の よ うな形 で 印刷 され ます。



③ 正常 終 了,異 常 終 了

コ ンパ イル,LIgD時 を含 め て完 了コー ドがk70未 満 の時 の み ファイ ル の登 録,追 加,醐

除,消 去 が で きた こ とに な ります 。

4?◎ 以 上 の時 は異 常終 了です ので、 フ ァイ ル の制限 以内 か ど うか 調 べて、 原 因 の っか め な い

時 に は速 や か に プ ログ ラ ム指導 員 の方 か、 セ ンタ ー プ ログ ラム指導 担 当者 まで連 絡 して くだ さい。

また異 常終 了 の時 はハ ー ドウェアの場合 も あ 拳、 そ の場 合 には デ ィス ク上の す べ て が読 め な くな

ります ので早 圏に連絡 して くだ さい。

例 えぼ次 の よ うな エ ラ ーが で るこ とが あ ります 。

・LIBESYSTEMで は理 解 で き ない エ ラーが発 生 した。

4コ ント ロール カー ド(詳 しくは8ジョブ 制御 マ クロを参照 して くだ さい。 また 資料bも 合 わ

せ て参 照 して くだ さ い。、

イRBに つ い て
パ ラメ ータ

① 登 録$RBCATLOGFLNAME=一ファイル 名

② 追 加$RBAPP8NDFLNAME一ファイル 名

③ 削除 ・消 去$RBDELETEFLNAME一ファイル 名

④ エ レメ ン ト名 の印 岡$DRTYLISTFLNAM猛=フ ァイル名,

⑤ 結 合 ・実 行$RBUNKGOFLNAME一ファイル 名

ロEBに つ い て

① 登i録$EBCATLOGFLNAME-=フ ァイル名

② 追 加$EBAPPENDFLMAME==ファイル 名'

③ 削除 ・消 去$EBD肌ETEFLNAME一ファイル 名

④プログラム 名 の 印刷$DRTYL至STFLNAME・ 一ファイル名,

注)

ELMNAME-(エ レメン ト名,・・う

,《)ど

DELMNAME=(エ レメン ト名,…)

(③ に は で き な い 。)

TYP蓬 一RB

E,MAINPROGRAM嵩FILEJ

,COMPILE-NO〕

注)

EBNAME=:(実 行 形式 プログラム名,…)

F◎r

DEBNAME#:(実 行形 式 プログラム名,・ ・1

-(③ に は で き な い
。)-

TYPE冨EB

⑤ 結 合$LIED

⑥ 実 行$RUNFLNAME一 フアイ7u名

注)

・鰺LIEDを 除 きす べ て に フ ァイ ル名 の 指定 を必 ず して くだ さい。

(フ ァイル 名の つ け方 は2一 ⑩ を参照)

・RB
,EBの ① ～ ③ の み選択 のパ ラメ ータ がつ きます。

選 択 パ ラメー タ がな い場 合 一① は全 内容登 録 ② 全内 容追 加 ③ フ ァイル 消去 とな9ま す。

ELMNAME,EBNAMEが あ る場 合 一摺 定 した もの が登 録,追 加等 の対象エレメント とな ります 。

DELMNNN4E,DEBNAMESSあ る場 合 一指 定 した もの が登 録,追 加等 の対象外のエレメント とな9ま す・



・MAmPROGRAMの 指 定 は 主プログラムがファイルにある時に必 ず指 定 して くだ さい
。

・COMPILE-NO=コンパイ ルがな く、結合からジョブを始 める時指定 して ください。

確 魏BCA?LOGFLNAM鱈 讐A.0o001,ELMNAME讐(A,B,C)

A,B,Cのエ レ メ ン トを 登 録

'$R
,BCATLOGFLNAME・-A。0o0o},DELMNA-ME;(A,B,C)

A,B,Cを 除 い て 登 録

・SR
,BDELETEFLNAME・-A."eoOlファイル 消 去

・鰹RBDELETEFLNAME鑑A.00001,DELMNAME・:(A,B,C)

A,B,Cが フ ァ イ ル か ら 削 除 さ れ る 。

5RBフ ァイル の簡 単 な利 用例

簡 単 な とい う事 は(1)自 分 の フ ァイル だ け を利 用 してジョブ を実 行す る。

② デ バ ッ グ中 のエ レ メ ン トは カ ー ド入 力,完 成 済 の エ レメ ン トは フ ァイ

ル に作成 して利用 す る。

2つ の事 を想 定 して い ます。(1)(2)以外 の利用 法 は ワを参照 して くだ

さい。

① 必 要 なコ ン トロー ル カ ー ド4のdの ④ ～⑤ です 。

② プ ログ ラムの例

主プログラムFORTRA醤ALGOL



SUB3

SUB4

図5.1,5.2の プ ロ グ ラ ム を構 造 的 に 次 の よ うな 表 現 を し ま す 。

③SR肌INKGOの 中 でのLIEDが エ レメ ン トを組 み込 む 方 法

1)$RBLINKGOFLNAME一 ファイル名 の場合

イRELBINフ ァイ ル 中にRBが 存 在 しなけ れ ば処理 終 了(図1.1参 照)

ロRELBINフ ァイ ル にRBが 存 在す れ ば 、こ のRBを 組 み込 み ます。 そ の時RELBINの

RBだ け で は値 の定 ま らない外 部 記 号(例 えばSSLを 呼 び出 してい る場 合 な ど)が あ る場

合 はLIEDはQu.RBFILE→SsLIB→SYSLIBの 順 序 で捜 して注)eのエレメント を 自

動 的 に組 み ます。(自 動 コ ール と言 い ます。)組 み込 ん だエ レメ ン トが さ らに他 のエ レメ ン

トをコ ール して い る場 合 も同 様 です。

注)な い場 合 に は未定 義 記号 でエ ラー とな ります 。

2)$RBLIINKGOFLNAME-=フ ァイル名 〔,MAINPROGRAM-FILE〕 〔,COMPILE・ ・NO〕

の場 合

aMAINPROGRAM-FILEの パ ラ メ ータが あ る場 合



イQU.RBFILEの 中か ら指 定 され た実行 開 始 プ ログ ラ ム(STARTPROGRAM-:の パ ラ

メ ータに よ る。 省略 時 …PRG.MAINと な る。)を 主プログラム と して 先ず 組 み込 む。

ロRELBINフ ァイ ル 中 のRBを 組 み込 み ます 。

ハ イ,ロ で値 が 定 ま らない外 部 記号 が あればQU.RBFILE→SSLIBの 順序 で ファイル捜

しそ のエレメント を組 み込 む。

bMAINPROGRAIM-FILE,CoMPILE-・NOの パ ラメ ー タが あ る場 合

aの ロの処理 が な くな りま す。 つ ま りソース プ ロ グ ラム のコンパイル が全 然 な く フ ァイル

上 のRBの み でジョブ の実 行 をす る時 に使 い ます。

注)ソ ース プ ロ グラム をコンパイル して で きたRBの エ レメ ン ト名 と既 にRBと して フ ァイ

ル上 に存 在す るエレメント の名 前 が岡 一 の時 に は新 た にコンパイル して出来 たエレメント

の方 が優 先 す る事 は 上 のLIEDの 処理 方 法 か ら分 る と思 い ます 。

④ 利 用例(図5ユ,5.3,5.4を 参 照,例 に は$NO,$QJOB,$JENDは 省略 します 。)

イmain,SUB2,SUB5が デパ ッ ク中

SUBI,SUB3,SUBthを フ ァイ ル名A.00001で 登 録

即(イ)で 登録 した もの を利 用 しての ジ ョブ ラ ン

$FORTRAN鐙FORTRAN



ハ(口)に よ りSUB2 ,SUB5の デバ ッ グが完 了 フ ァイル に入 れた い場 合

$FORTRAN

二(ハ)で 出来 た フ ァイル を利 用 す る場 合

鐙FOR,TRAN

$RBLINKGOFLNAME・A.OOOOl

ホ(二)に よ りmainも 完 成 しフ ァイル に作成 す る場 合

5一 ④ 一ハ よ りサ ブ プロ グ ラム化

$FOR『fRAN

$RBAPP猛 醤DIFSLNAME自A.00001

$RBLINKGOFLNAMIE嵩A.00001



へ(ホ)に より完成 したブ群グラム利用

$FoRTRAN

SRBLINKGOFLNAME=-A・00001・COMPILE-No

ト デ ータ を変 えな が らチェック 中SUBIに エ ラ ーが 見っ か り しだ いチェック した い時

$FORTRAN

チSUBIを す で に フ ァイ ル に ある も の と置 き換 えた い時

$RBDELE「 £E獄LNAM猫 ・==A.00001,EL】M醤AMEw(SU81)-SUB蛸1除

$FORTRAN

$魏BAPP鶏 聾DFLNA!畷 嚢臨A.oo0o1ひ 鶏LMNAME麟(SUB1)

鐙RBLINKGoFI」NAME=A。00001,MAINPROGRAM繊FIL猛

,リ 現 在 の フ ァイ ル の中身(ど ん なエ レ メ ン トが入 ってい るか)を 知 りた い時

$DRTYLISTFLNAME-A.00001,ΦYPE麟RB

ヌ フ ァイ ルの 消 去

$】KBDELE『rEFLNAME"・A.000o1



以上 イ～ ル まで の例 を示 しま した。 他 人の フ ァイル も利 用 したい、 主プログラム をた く さん フ ァ

イ ル に入 れ てお き副プログラム をデ パ ック したい等 の方 は7を 御覧 くだ さい 。

6EBフ ァイル の簡 単 な利 用 例

① 必 要 なコントロー ル カ ー ド4一 ロ ー① ～⑥

②プログラム の例

次 の完成 した プ ログ ラ ムを=ン パ イ ル→LIED後 登 録 して、 以後SRUNで デ ータ を変 えな が

ら実 行 させ た い。

main}

SUB1

③ 利 用 例

イ 図6.1の 登 録

$FORTRAN

3LIEDMAP

一

$猛BCA「rLOGFLNAME・:B。00o1o

$RUNFLNAME麟B.00010

これ に よ り実 行形 式 プ ログ ラム はEXQTPRGMと い う名 で登録 されて い ます。



ロ(イ)で 作成 したEBの 実行

$RUNFLNAME==B.000}0,MACROSTEP=1

$RUNFLNAME・ ・B.OOOIO,MACROSTEP==2

$RUNFLNAME"rcB。00o}0,MACRoSTEP=3

注)MACROSTEPは 、ロの例 の よ うにSRUN続 け て 書 く時 、 異 った名 前 をつ け て くだ さい。

7RB,EBフ ァイル の凝 った 利用法

①ジョブ 制 御マ クロは8の 一覧 表 を利用 して くだ さい。

② 他 の利 用 者 の ファ イル を利 用 す る場 合(資 料i一 ④ 一一e参 照)

イ ブ ロ グラ ムの 構造

_

SUBBASUBBBBフ ァイル名B.0o002

SUBCASUBCBCフ ァイル名C.00003

図7.1

A,B,Cの フ ァイ ル定 義 名 を それぞ れRELBINA,RELBINB,RELBINCと します 。

ロA,B,Cの エ レ メ ン トをす ぺ て組 み込 ん で の実行 例

SELECTファイル 定 義名,・ ・… ・ とす る。一 ファイル中 の全RBを 組 み込 むLIEI)の 制

御 文

$FOR「rRAN



、IEDMAP.a

SGMTSGMTABCb

SELECTRELBINc

SELECTRELBINA,RELBINB,BEI」BINC-d

FINe

$FLDEFIN正 】FDNAME--RELBINA,FLNAME=A.OOOOI-f

bは セ グ メ ン ト名 を書 き ま す 。 セ グ メ ン ト名 は8文 字 以 内 の 英 数 字 列 で 頭 文 字 は 英 字 で 始 ま る

も の 。

cは 必 ず こ の 通 り に 書 い て くだ さ い 。

dで 指 定 した フ ァイ ル 定 義 名 は フ ァ イ ル 名 との 対 応 関 係 をf,g,hで 示 す よ う に 必 ず

$FLDEFINEで 指 定 して く だ さ い 。

$FLDEFINEFDNAME・ ・REI.BINB,FLNAME-・B.00002g

$FLDEFINEFDNAME-・RELBINC,FLNAME=C.00003h

$RUNi

デ ー タ

ハ ファイルAの 中 の エ レ メ ン トSUBAC
,SUBAD,Bか らSUBBB,Cか らSUBCBを 組

み 込 ん で の 実 行

例

「[:欄SELECT一 蹴(-v・ ント名・…)・…とする

主プログラムLIEDの 制御 文SUBBB

SUBCB

図7.2

$FORTRAN

CALLSUBAC

CALLSUBAD

CALLSUBBB

CALLSUBCB

STOP

END

$LIEDMAPa

SGMTABCb



SELECTRELBIN
む

SELEC'[VRELBINA(SUBAC
・SUBAD),RELB・NB(SUBBB),RELB、N。(SUBCBト4

FINe

$FLDEFINEFDNAME-KELBINA,FLNAME-・A.0000}f

$FLDEFINEFDNAME-RELBINB,FLNAME=B.OOOO2g

纏FLDEFINEFDNAME=-RELBINC,FLNAME・-C.00003h

$RUNl

デ ー タ

ニ フ ァイ ルAの 特 定 の エ レ メ ン トSUBAA ,SUBAB,SUBAC,0のSUBCA議 み

SUBCBを 組 み 込 み た く な い 場 合 。

LIED制御文〔1器1;鷲 嚢1幽

込みたくな__,…)

$FORTRAN

CALLSUBAD

CALLSUBCB

STOP・

END

$LIEI)MAPa

SGMTACb

SELEC「fRELBINe

SELECTRELBlNA,RELBINCd

DELETER猛LBINA(SUBAA,SU8AB,SUBAC),R猛LBINC(SUBCA)e

FINf

$FLDEFINEFDNAME==BELBINA,FLNAME-A.oooolg

$FLDEFINEFDNAME・ ・RELBINC,FLNAME-C.00003h

$RUN孟

デ ータ

(pa),(ハ),(二)をEBと して登録,追 加 等 を行 な う場 合

ホ(の を登録 実行 す るに は

aの 代 りに$LIEDMAP,EBNAME・ ・AAA

hとiの 中 にSEBCATLOGFLNAM猛 篇D.00200を 挿 入す れ ば い い



iの 代 りに$RUNFLNAME畿D.00200,EBNAME-AAA

注)EBNAME・=・ 実 行形 式 ブPグ ラム名 の 指 定 は同1;EB名 を持 つEBを 追 加 す る事 は

で きな い か らです 。

同 じEBN.AMEを 指 定 しない といけ ませ ん。

へ(…)をEBと して追加 実行 す る には

aの 代9にSLIEDMAP,EBNAME-XXX

hとiの 間 にSEBAPPENDFLNAME・ ・1).oo200

iの 代 りにSftUNFLNAME糖1).00200,EBNAME=XXX

ト(ホ)と(へ)で フ ァイ ルに入 れ たEBを 利 用す るに は

$RUNFLNAME=D.00200,EBNAMErAAA,MACROSTEP=1

デ ータ 蒙

$RUNFLNAME==D.00200,EBNAME-・AAA,MACROSTEP=・2・COND:,x・

デ ータ2

$RUNFLNAME琶D.o0200,EBNAME・-XXX,MAC魏oSTEP=3,CoND臨 甚

デ ー タ

とす れ ば いい。

③ 任 意 の 主 ブ ロ グ ラム と任 意 の副 プ ログラム の組 み合 せ の登 録,実 行

イ プ ログラ ムの構 造

主 プ ログ ラム群 副 プ ログ ラム群

OSUBトSUB2

(DSUB3

o SUBk--SUB5

ロ 主 ブPtグ ラ ムはELEMENT文 に よ って 名前 を変 えます 。



ハ ㈲ の登 録

$FORTRAN

ELEMENTA

CALLSUBl

CALLlSUB2

CAL」LSUB4

STOP

END

ELEMENTB

CALLSUB3

STOP

END

EI」EMENTC

CALLSUB4

CALLSUB5

STOP

END

SUBl

SUB2

iSUB3
SUB4

1SUB5

二Aの 系列 の結 合 実行(6一 ② 一ハ以 下参 照)

$RBLINKGOMAPSTARTPROGRAM目A,

COMPILE躍NO,FLNAME=A.00001

注)STARTPROGRAM・=は 実 行 開 始 エ レメ ソ

ト名 を指 定 す る。

Bの 系列 の実 行 の場

合 は

STARTPROGRAMt:B

ホEBの 登録,追 加 は(6一 ② を参 照 して

下 さい。)

$RBCATLOGFLNAME=A.00001

8ジ ョブ制御 マ クロ一覧 表

①RBフ ァイ ル処 理 マ ク ・

内 容

登 録

追 加

マ ク ロ 名

$RBCATLOG

$RBAPPEND

パ ラ メ タ

FLNA]ME一 ファイル名 をf)

〔,ELMNAME-一(エ レメ ント名,・・う〕一〔ロ)

〔,DELMNAME-一(エ レメント名,・・う〕 一←9

FLNAME一 ファイル名 をf)

〔,ELMNAME-(エ レメン ト名,・・う〕一(ロ)

〔,DELMNAME・=(エtZ」 ント名,…)〕 一←9

指定

をf)

仔)〔ロ)

←f)←9

㈲

仔){ロ)

K)←9

意 味

全内 容追 加

あるエ レメント登録

あるエレメントを除いて登録

全内容 追 加

あるエ レメン ト追加

あるエレメントを除いて追加



内容

肖彗 除

消 去

ファイル定 義

マ ク 即 名

趣RBDELETE

$FLDEFINE

パ ラ メ ー タ

FLNAjME・=ファイル 名K>

〔,ELMNAME==(エレメント 名,…)〕 一(ロ)

指定

κ)

ピ)(ロ)

濁FI)NAME
・・:ファイル定義 名

,FLNAME≠ ファイル名

意 味

ファイルの消去

あるエレメン ト削除

ファイルの定義

②EBフ ァイル処理wク ロ

内容

甥

追加

肖{除

融

マ ク β 名

$EBCATLOG

$EBAPPEND

$EBDELE?E

パ ラ メ ー タ

FLNAME繍ファイル 名 一 仔)

(iEBNAMIEi・ ・(実 行形 式 プログラム,…)〕
一(μ)

〔,DEBNAME==(実 行形 式 プログラム,・")〕

8

FLNAME一 ファイル名 貿)

〔,EBNAM琵 篇(実 行形 式 プログラム名 ヂ ・う〕

(ロ)

(,DBBNAM鑓 讐(実 行 形 式プログラム 名,…))

8

FLNAME一 ファイル名1イ)

〔,EBNAME・(実 行 形式 プログラム,…)〕

(臓)

齪

貿)

ff)(ロ)

K)8

仔)

a)(ロ)

ω をう

紛

(・o(ロ)

意 味

全内容登録

ある実行形式プログラム
鰯

ある実行形式プログラム
を除いて登録

全内容追加

ある実行形式プログラム
追加

ある実行形式プログラム
を除いて追加

ファイル消去

ある実行形式 プログラム

削除

③RB,EBファイル 共 通

内容

一イレクトリ

の 印刷

結 合

実 行

結 合
実 行

マ ク 獄 名

$DRTYLIST

$1、IED

$RUN

$銭BL夏NKGO

パ ラ メ 一 タ

FI・NAME==フ ・略TY咽 器}← 翻 した場合

〔NOLIST■,MAP〕 〔,STARTPROGRAM一 実 行開始エ レメント名 〕

〔,EBNAME-ti実 行 形 式 プ ロ グラム名 〕

、〔ERR・ ・n〕〔,FLNAME一 ファイノ暗 〕GEBNAME　 ≠実行 形式 プログラム名 〕

(,MACROSTEP-・ ステップ名

(,LP・;打 切 りペ ー ジ数 〕(,TIM葱=打 切 り時 間(SEC))

a OLIST〕 〔,MAPX,ERR-。 ■,STARrpRo(ff{AM-!usソ 噌
'

(,FLNAME==:フ ァイル名)(,EBNAMg-gi行 形 式 プ ログ ラム名}t(

・MAINPROGRAM-FILE〕 〔,COMPILE-NO〕 注)

注)蟹AI醤P80G鶏AM誤F三LE

COMPILE唱NO

主 ブPtグ ラム もRBと してFILEに あ る時 指 定 して くだ さい。

ソースカー ドのコンパイル が な くてFILEのRBを 結合後実行す

る時 に指 定 して くだ さい 。



注)1… 名 とつ くもの は フ ァイ ル名 を除 いて す べて8文 字 以 内 の英数 宇 列(頭 文字 は英字)

2EXQTNAME一ステップ 名$RU醤 が3獄 以上続 く時 異 っ た名前 をつ け て くだ さい。

3LP・ ・mこ のジョブ ス テ ッ プのLP枚 数 をm枚 で打 切 ります。

4TIME・-mノ こ の ジ ョブス テ ップ をmt秒 で 打切 ります。(FORTRANの み)

5CORE-・m"k実 行 時 の プ ログ ラムの 大 きさ を指 定 して くだ さい。

指 定 が な い時 に はCORE・-32kと な る。

利 用 者 の 声

本 セ ンタ ーで営業 を開 始 して早 くも3ケ 月 を経 過 しま した。 その間 仮 設 セ ンタ ー との利用 方 法 の違

い等 が生 じ、利 用 者 の 中 にも混 乱 され た方 も多 いか と思 い ます 。 質問,苦 情 な ど を計算 受 付 の窓 や プ

ログ ラム相 談室 にお 寄せ にな った 方 も あ った よ うです 。 また セ ン タ ーの 投 書箱 や 利用 者 の 声欄 へ の投

稿 もあ りま した。 次 に お寄 せ い ただ い た質 問,苦 情 と ともに セ ンタ ーの 回 答 を掲 載 いた します。

1カ ー ドデ ッ ク保 管棚 につ い て

九大 外 の利 用 者 の 中 か ら、 カ ー ドを かつ い で、 九大 まで往 復 す るのが 大 変 なた め 、保 管棚 の使 用

期 限 を3ケ 月位 に延 長 して も らい た い。 ま た 出来 れ ば、 連 絡所 単 位 で共 同使 用 で き るよ うな保 管棚

を滞 在者控 室 に備 えて も らい た い との希 望 が 西利協 あて に 出て い ます 。15日 ご とに申 請 書 を出 し直

せ ば よい とい うこ とは十 分 ご承 知 の上 での ご希 望 の よ うです 。(西 利 協事 務局 大 槻 説 乎)

o一般 利用 者 に対 す る カー ドデ ッ ク保 管棚 と して は
、す で に2階 オ ー プ ンバ ンチ室 の横 に仮 設 し

て い ます が、 出張 利用 者 には 別 に滞 在 者控 室 に棚 を設置 す る こ とを計画 し、使 用 期限 は3ケ 月以

上 とす る よ う準備 を進 め て います 。 な お デ ー タは、 私用 ボ リュ ーム で、 ブ μグ ラムは、 共用 ボ リ

ュ ーム,私 用 フ ァイ ル でセ ンタ ーに登録 してお かれ る と便 利 です。(共 同利 用掛)

2ラ イ ンブ・ジンタの仕 分清報 につ い て

現 在 は右 図 の よ うな仕 分情 報 が 出 力 されて い るが 更 に次 の よ うな 工夫 を加 えて ほ しい。

崖 力結果 は、返 却 箱 に2つ 折9に して置 かれ て い るが、 折9た たみ か

た に よっ て受 付番 号 が 見 えた り、 課題 番 号 が 見 えた9ま ちま ちで あ る。

利 用者 と しては、 そ の両 方 を一 度 に知 る こ とが で きれば都 合 が よい。

また可能ならばジョブ種別,計 算終了時刻も明添 してもらえば自分のジョブの出来上 り時間を予測


